
徳島大学 社会的インパクト創出事例

学生主役のアントレプレナーシップ教育によるイノベーター人材の育成と学生発イノベーションの創出

② 社会的インパクトの範囲、重要性

① 社会的インパクトの概要
・ 地域での実践を核としたアントレプレナーシップ教育により、学生を新たな
価値創造に挑戦するイノベーターへと成長させる。

・学生一人ひとりのキャリアパス形成に寄与
・大学を単なる知識継承の場から価値創造の拠点へと転換

学生発ベンチャーと学生プロジェクト活動による社会貢献
学生発ベンチャー

学生プロジェクト活動

・ ㈱クロスメディスンが、赤ちゃんの泣き声可視化アプリ「あわベビ」を開発
・ 子育て支援策の一環として、市民向けに無料でのサービス提供を検討して
いる自治体あり

・ ㈱クロスメディスンは、J-Startup WEST（中国・四国経済産業局）に選定
されたほか、多くのスタートアップコンテストで賞を受賞
⇒ 学生発ベンチャーとして、ステークホルダーから高く評価

・ 様々な学生プロジェクトが、全国規模の学生競技大会で上位入賞・受賞
・ 地域イベントへの出展、高校生向け講演会などの地域貢献活動を実施
・ クラウドファンディング等による運営資金獲得額が総額900万円を超えるなど、
地域からも多くの支援
⇒ 学生の自主的なプロジェクト活動が、地域の活性化に貢献

地域住民や地域経済など社会全体へと波及する社会的インパクト
を創出

学生発ベンチャーの㈱クロスメディスンが
開発した、赤ちゃんの泣き声をAIが解析し、
11種の感情を推定して、医師監修の対処
法を提示する育児サポートアプリ
⇒育児の不安・負担を軽減するお手伝い

赤ちゃんの泣き声可視化アプリ
「あわベビ」

自作の人力飛行機の飛距離を競う大会
に挑戦する「鳥人間プロジェクト」をはじめ、
様々な学生プロジェクト活動を実施
⇒学生が「自ら創生する」ことを目的に
様々なテーマに取り組み、自主・共創の
精神を養成

「鳥人間プロジェクト」などの
学生プロジェクト活動

新たなイノベーション創出、地域活性化につながる大きな波及効果

③ 大学のミッションと創出されたインパクトとの関係性

【教育】「進取の気風の醸成と未来を切り拓く人材育成」
⇒ 学生が主体的に課題を設定し、社会に新たな価値を創出する人材へと

成長

※「教育」「研究」「社会との共創」「医療」「組織運営」の５つの骨子における重点目標と戦略

【社会との共創】「地域の中核となり、世界の課題を解決する社会連携の推進」
⇒ 学生発ベンチャーの創出や学生プロジェクト活動を通じた社会貢献により、

教育成果、人材育成成果を着実に社会へ還元

〇徳島大学VISION（骨子）



徳島大学 社会的インパクト創出事例
④ 社会的インパクトの根拠

・ 株式会社クロスメディスン・・・赤ちゃんの泣き声可視化アプリ「あわベビ」を開発・提供（2023年3月本学認定）

・ 株式会社C’est bon Jambon・・・徳島大学の農場で飼育した豚を主原料に徳大ハムを製造・販売（2023年5月本学認定）

〇株式会社クロスメディスン（学生発ベンチャー）

・ 令和4年度総務省「異能vationプログラム」 ジェネレーションアワード部門 「飛躍的に便利になる分野賞」

・ 第7回健康医療ベンチャー大賞 学生部門 優勝（令和４年度）

・ 令和5年度「Kochi Start-up Pitch」 最優秀賞

・ 「キャンパスベンチャーグランプリ四国2023」 四国経済連合会長賞 最優秀賞

〇学生プロジェクト（鳥人間プロジェクト、エコランプロジェクト、ロボコンプロジェクト 等）

・ 【鳥人間プロジェクト】鳥人間コンテスト2024「環境賞」、2025「SUPPORTER賞」

・ 【エコランプロジェクト】Hondaエコマイレッジチャレンジ2025 第38回鈴鹿大会 大学・短大・高専・専門学校生クラス 準優勝

・ 【ロボコンプロジェクト】レスキューロボットコンテスト2025 アイデア賞

・ 株式会社クロスメディスンが、中国経済産業局・四国経済産業局のJ-Startup WESTに選定

・ クラウドファンディング等による学生プロジェクトへの寄附金 9,396,319円（令和4～7年度合計）

・ 学生プロジェクトの地域イベントへの参加・出展件数 60件（令和4～7年度合計）

・ 【鳥人間プロジェクト】 読売新聞（2024年6月26日） 「徳大生今夏も「鳥人間」に 滑空機部門 阿南産の竹で翼強化」

・ 【エコランプロジェクト】 徳島新聞（2025年8月20日） 「手作りの車体で燃費性能を競う全国大会、徳島大学チームが２位」

学生発ベンチャーの創出（２社）

受賞等

ステークホルダーからの評価

メディア掲載

手作りの車体の燃費性能を競う大会で、
最終目標1000km/Lの達成を目指して、
発足した学生プロジェクト。 発足時には、
地元の自動車企業等から支援（車体提
供、制作場所支援、技術的支援）を受け、
燃費性能に優れた車両の設計・製作・改
良に取り組んだ。現在では、すべて学生の
手による自作車体の製作に挑戦している。

エコランプロジェクト


